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◆活動報告	

アジアフードビジネス協会、西武信用金庫提携セミナー	

アジアとつながるための最新情報 
～インバウンド・アウトバウンドで求められるもの～	

第28回グローバル・サービス実践塾	
【日時】2016年10月26日（水）18:00-　（17:30受付開始）	
  ※前回と受付開始時間が異なりますので、ご注意く
ださい。	
【会場】日本貿易振興機構（ジェトロ）本部9階BCD会

議室（東京都港区赤坂1-12-32アーク森ビル　
TEL:03-3582-5238）	
【会費】3,000円（9階受付にて申し受けます）	
【プログラム】 
○18:00-18:15（15分）	

グローバル・サービスの最新動向：北川 浩伸 日本貿
易振興機構サービス産業部長	
○18:15-19:00（45分）	
講演　：Synergy Global Management Inc.　CEO　浜島
　貴仁　氏	
○19:00-19:45（45分）	

講演　：株式会社W media　代表取締役　村上　範義
　氏	
○19:50-　　交流会 
【お申込み】 
http://goo.gl/forms/jRWSa4y9BM  
【アクセス】 
・メトロ南北線「六本木一丁目駅」3番出口より徒歩1分	
・メトロ南北線・銀座線「溜池山王駅」13番出口より徒歩
3分	
・お車：B2階、B3階に時間貸駐車場あり（15分200円） 
 
アラブ首長国連邦・サウジアラビア 外食産業パートナ
ー候補との商談会	
【日時 】	
東京会場：2016年11月22日（火曜）13時00分～17時3
0分（予定）	
大阪会場：2016年11月24日（木曜）9時30分～16時30
分（予定）	
【場所 】	
東京会場：ジェトロ本部 （港区赤坂1-12-32 アーク森

ビル）	
大阪会場：ホテル日航大阪（大阪市中央区西心斎橋
1-3-3） 	
【募集対象】	

アラブ首長国連邦・サウジアラビアへの店舗展開を検
討している日本の外食企業：20社程度	
【参加費 】無料  	
詳細は以下のURLをご参照ください	
https://www.jetro.go.jp/events/sia/
1e937d399320f3e9.html	

アジアフードビジネス協会と西武信用金庫との提携セ
ミナーが下記のタイトルで2016年9月23日に開催されま
した。 
 
「アジアとつながるための最新情報～インバウンド・
アウトバウンドで求められるもの～」 
 
第1部では「インドネシア食ビジネス海外展開視察報告
」と題しまして本年7月下旬に実施いたしました「ジャ
カルタツアーの報告」と「アジアの日本食マーケット
最新事情」があり、第2部では「インバウンド・アウト
バウンドに対応する為のビッグデータ活用と中国のSNS
事情」の講演がありました。 
ジャカルタツアーの報告（三宅事務局長）ではインド
ネシアは一般大衆に重点を置いた行政が行われており
、国内農業の保護（小麦や米の輸入禁止）、市民生活
環境の改善、汚職撲滅を行っているとのこと。小売業も
100％外資が認められるようになったが、パパママスト
アーを保護するために売場面積2千平米以下の店舗には
規制が残っており、SPAやコンビニは売り場効率が悪い
とのことでした。又イオンのインドネシアにおける出
店計画や1号店の取組みが紹介された。2015年5月にジ
ャカルタに出店したイオンモールは2019年までに6カ所
にモールの物件を既に決めていることやイオンの従業
員募集に5,000人の応募があり300人を採用し、その中
から優秀なバイヤーがウエットマーケット対策を打ち
出し、生鮮食品は昨年を上回る成績を残している。日
本からの営業ノウハウは維持するが、ローカル社員の
創意工夫を大切にしているからだとの報告がありま
した。 
 
「アジアの日本食マーケット最新事情」（小山章・桃
太郎食品代表取締役）では20数年にわたり海外に日本
麺を輸出している講師がジャカルタの食品卸業者の事
業展開やラーメン店、日本食レストラン、タコ焼き、
お好み焼き、牛丼店の現状を話されました。 
 
「インバウンド・アウトバウンドに対応する為のビッ
グデータの活用と中国のSNS事情」（四家章裕ホットリ
ンク社本部長、王煕威ホットリンク社中国責任者）では
Weibo、WeChatへの訪日中国人の書き込みから、「行
った」、「食べた」、「買った」を分析。急速に多様
化する「今」のインバウンドニーズを日々分析・レポ
ートし、半歩先を行く商品・サービスのインバウンド
対策のヒントを語りました。中国人の視点からSNSを活
用した広告手法が日本の商品・サービスを中国でPRし
販売促進に繋げた成功事例や最新手法を紹介しました。 
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